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一っの シナ リオとして考えられる。 さらに重要な問題 は、「コイズ ミ(小






場 所 愛知大学 豊橋校舎5号 館4階543小 会議室
報告者 安達 満靖(愛 知大学大学院中国研究科博士課程2年 生)
テーマ 中国の マ イクロフ ァイナ ンス ーNGOの 役割 一
マイ クロフ ァイナ ンスとは、発展途 上国の貧困層 を対象 と した小額 の貸
し付 け プ ロ グ ラム で あ る。 中 国 は、 バ ング ラデ シュの グ ラ ミン銀 行
(GrameenBank)の小額 貸付 プログラムを模範 と して、1994年か ら中国
政 府 の シ ン ク タ ン ク研 究 所 で あ る 中国 社 会 科 学 院(CASS:Chinese
AcademyofSocialScience)の農 村 発 展 研 究 所(RDI:Rural
DevelopmentInstitute)の研究 員 た ち の指 導 の下 、 中 国 河 北 省 易 県
(HebeiProvinceYixianCounty)を始 め と して中 国の4っ の貧困地 域
で、 マイク ロフ ァイナ ンスによ る貧困対策 プ ロジェク トを扶 貧経 済合作杜
(EPC:FundingthePoorCooperative)と呼 ばれ るNGO(非 政府組
織)を 組織 して実施 中である。NGO(非 政府組織)は 、 中国では、社 団
あるいは民弁非 企業単位 と呼 ばれる社会団体 を指 し、 マイ クロファイナ ン
ス関係 では、婦 女連 合会、 フォー ド財団、OXFAM、WorldVision、扶
貧経済合作社、 人 口福利基金会 など各種の団体が各貧困地域 で活動 してい
る。 中国政府 は、社会主義体制下 における共産党一党独裁 の原則 を堅持 し
なが らも、市場化 の過程 にある中国の社会制度 を補完す る形で、民間組織
が社 会サ ー ビスや行政代行 を実施す る事を認め る状況 にある。
当 日、研究報告 用 に、 ビデオ ・テープ(日 本外務省提供 『貧困層をぬ け
ろ～小 口融 資 ・マ イ クロク レジ ッ トの挑戦～』、 中国農業電影電視 中心経
済部 『小額信 貸』(マ イク ロファイナ ンス)な どを使 用 して、 バ ングラデ
シュや中国の プ ロ ジェク トの現場の雰囲気が伝わ る様 に努めた。
第3回
日 時2001年10月20日(土)15:30～17:00
場 所 愛知大学車道校舎3号 館2階第3会 議室











そのような中で ピースボー トが8月30日か ら9月2日 に訪朝 した。従来
型の友好人士の訪朝団が次々に訪朝が不可能になる中で、不特定多数が参
加するピースボー トが受け入れられたことは興味深い。河辺は2000年9月















































水や干害が問題 になっている。2001年春か ら初夏にかけて も約100日の間
雨が降 らず、訪問 した共同農場の場長によれば、田植えができず、3回 植
え直 したが一部の田では結局 トウモロコシを植えるような状態で、作柄は













レベーターに搭乗 している最中の停電 も経験 した。 この結果、皮肉にも不






















昨今の政治論議では具体案を示すことが しば しば要求 される。 しか し政
治問題における具体案とは、むしろその問題の政治性を隠 して議論を単純
化するために提示 きれることが少なくなく、このようなことを避 けるべき






場 所 愛知大学車道校舎3号 館2階第3会 議室
報告者 鈴木規夫(愛知大学国際コミュニケーション学部助教授)
















また第二に、 それにともなうネオ ・オ リエ ンタリズムの問題である。オ
リエンタリズムはサイー ドの解析 したように欧米帝国主義の支配の言説で




によ って、現行の第三世界 における支配体制へ の対 抗勢力を形成 しよ うと
してい る。 そ う したネオ ・オ リエ ンタ リズムは、 欧米 の言説世界における
力 の均 衡を巧み に読 み取 りなが ら、時 には合理的近 代主義者、時には宗教
的言説 を操 る復興主義者等 などと自らの アクシ ョンの形態を変幻 させてい
くシステ ムを生んで いるといえ る。 たとえば、 イス ラームの名の下に語 る
ウサーマ ・ビ ン ・ラーデ ィンの言説の主要な構成要 素 はイスラームその も
のの コモ ン ・セ ンスではな くして、 アメ リカの対外政 策の言説の反転に他
な らな い。
そ して第三 に、世界戦争 のイメー ジ形成の問題 であ る。 とりわ け、第三
の論点 につ いて は、先 ごろ翻訳 も登場 した ウ ンベル ト ・エーコの描 くシナ
リオ 「世界最終戦争」(翻訳 『週刊現代』11/24号掲載)を 検証 した。
その場合、「文 明」を、「コ ミュニケーシ ョン密度 や機能 などの非常に高
度化 した人間社会 の状態 である」 と定義 しっっ、 それが生成 ・展開 ・死滅
のパ タ ンを繰 り返す とい う問題視角が必要であ る。 その文脈 にお いて、私
は 「文明 は衝突 しない」 とい うテーゼを主張す る。文 明 とは、そ もそ もコ
ミュニケー ション密度 や機能 などの非常 に高度化 した人間社会の状態をい
うので あるか ら、A文 明がB文 明 と 「衝突」 す るとい う思考 自体 が この文
明概念 には馴染 まない。生成展開死滅 してい く文明概念 に とって、 この コ
ミュニケー ション能力 の レベルこそが、その維持存続 の要件なのであ る。
第5回
日 時2002年2月1日(金)14:00～15:30
場 所 愛知大学名古屋校舎 国際問題研究所
チョウ ケイケン





























9000規格の導入 ・進展に見 られるように 「品質管理体制の市場化」が実現
していると考え られる。それの実現に向けての管理組織的施策の採用 ・整
備が進あられているものと考え られる。このような方向は今 日的な中国経
済の現状にとって見れば、更に進展 していくものではないか と思 っており
ます。
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